
第５学年 総合的な学習の時間 活動略案 
令和７年１１月２１日 ５校時 

５年３組  ３２名 
１． 単元名 「世田谷×アフリカプロジェクト」 

 
２． 本時のねらい 

これまでの活動を振り返りながら、広報（発表）ができる。 

 

３． 教師の願い  
〇世田谷とアフリカをコラボさせた食創りや布創りに誇りと自信をもち、子どもたちの広報（発表）からアフリカ
について全く知らない方にも興味をもってもらえるようにし、今後の活動をさらに発展させてほしい。 
 

４． 前時の様子 
野菜の世話をしたり、アフリカ布作品を作ったりしている。 
 

５． 本時の展開（３８／５２） 

主な学習活動（予想される子どもの思い・願い・考え） ○…留意点等  評…評価 

１.今までの活動について発表する。 

食班（モリンガ・大蔵大根・馬込三寸人参・明日葉） 

C:モリンガを大事に育ててきました。栄養価が非常

に高く、今後注目のスーパーフードです。 

C:大蔵大根は甘みが強く、世田谷の誇るべき野菜

です。料理は甘みが引き立つ煮物が向いていま

す。私たちは、一斗缶で、大事に育ててきました。 

   C：世田谷とアフリカをつなげるという意味を込めて 

お皿にリボンを描きました。この葉っぱはモリン

ガです。自分のたちの思いがこの発表でつなが

ってほしいです。 

   C：箸の素材はカメルーンの木であるブビンガです。 

布班 

   C：アフリカとつながろうと、この絵をデザインしまし

た。 

   C：アフリカ布を自分たちで作りました。そこからラ

ンチョンマットを作りました。 

地域班 

C：ケニアの奨学生と交流をしていきます。 

C：タンザニア大使館の方を食事会にお呼びしま

す。 

２．片付ける。 

○今まで活動してきたことに自信をもって発表で

きるように準備をする。 

 

〇発表中は子どもたちの自主性に任せるように

し、大きく軸からそれたときなどに声掛けする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評今までの活動を振り返りながら、相手や目的に

応じて自分たちの行ってきたことに自信をもって

発表している。 

【思・判・表】（観察・発言） 

 

〇素早く片付けるように、声掛けする。 

３．本時の活動を振り返る。 

【感想】 

   C：自分たちの活動を知ってもらえて、アフリカのこと

を伝えられた。嬉しい。 

【次につなげる】 

   C：もっといろいろな人につながっていきたい。 

   C：地域でアフリカとつながっているところはないか

な。 

〇本時のよかったことをまとめ、今後の自分たちの 

活動にもつながるような気持ちが書けるように 

投げかける。 

 


